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(2)「面白の駒」という侮辱的な呼び名により、源中納言家特に四の君が心
理的な苦痛を与えられ、恥を掻き、また少輔の後朝の文による大恥を受けた。 
(4)源中納言邸に仕えていた美しいよい女房達が道頼邸に引き抜かれた。 
(5)道頼との車争いの失敗で、賀茂祭見物を止めさせられた。 
(7)道頼は清水寺参詣中の北の方達の参籠部屋を横取りし、源中納言家の改
築した三条邸を奪還した。 
(8)四の君の結婚の巻き添えにされて蔵人少将に離縁された三の君は独身の
まま生涯を終えた。 
(9)道頼が源中納言に細々と復讐の実情を釈明し、継母が孤立にされた。 
(10)道頼は詐欺で痴れ者「面白の駒」と四の君を結ばせ、また賀茂祭の時に
典薬助を従者に撃ち殺させた。 
ここで、明らかにしたいのは、道頼はなぜ虐待に対応する復讐が実施できた
のかということである。阿漕はまだ源中納言邸にいた時に、道頼の前で、北の
方が落窪の君の所有物を奪ったことにより、北の方への不満を漏らしたことも
ある。なかんずく、「日比の事よく語れ。こゝには更にの給はず」(p.124)と道
頼に聞かれた時に、阿漕は「北(の)方の心をありのまゝ」(p.124)に話した。そ
こからすると、阿漕の手伝いがあったからこそ、道頼は虐待に対応する復讐が
実施できたと言ってもよかろう。 
 ところが、復讐の事で、一心同体の阿漕と落窪の君との間に矛盾が起こって
きたのである。例えば、「いと胸きたなかりける。我(が)人にはあらで、君の
人になりね。それこそかく物はしふねく思ひいへ」(p.167)と叱られると、「さ
は、衞門、わが君につかうまつらむ。衞門思ひし限りの事をせさせ給へば、實
に御前よりも寶の君となん思ひ奉る」(p.167)と阿漕が答えた。そうして見れ
ば、阿漕はもはや落窪の君に忠義でなくなったように見える。しかし、事実は
そうではないと思われる。 
落窪の君は理想的女性像だと言われている。決して道頼の復讐を大いに応援
するわけにはいかないことは想像すれば分かろう。けれども、道頼の復讐心の
強烈さが前に既に闡明されたし、「ほど〳〵にしふねく、心ふかくなんおはし
ける。」(p.108)と言ったように、道頼はたいへん復讐心が強く、思慮深い性質
である。それ故に、落窪の君の哀願を構わずに、一心に徹底に復讐を実施し続
けたのである。そういう状況下、道頼と落窪の君との順調な睦まじい夫婦関係
に影響しないように、道頼の復讐を応援する役目は、落窪の君に忠義な阿漕に
担当させるほかに仕方がないのではないかと思われる。おまけに、「たぐひな
くにくし。」(p.111)と北の方の下心が知れた落窪の君も北の方が無類に憎らし
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いと思っているために、阿漕は主君の内心を察して道頼の復讐に加担したこと
は否定できないであろう。更に、落窪の君の幸福のために、右大臣から道頼へ
の縁談の事を聞き次第直ちに主君に告げた。従って、阿漕は落窪の君に忠義で
なくなったのではなく、事情の変化によってその忠義を別の形に変えたと考え
られるだろう。すなわち、忠義に条件を付け加えられるということになったの
である。 
 
6 おわりに 
日本の文学史上においては、『落窪物語』は継子虐め譚として現存最古の物
語だとされている。物語中の副主人公と言える阿漕は侍女でありながら、主君
――落窪の君のために、他の平安王朝物語に見られない大活躍をしたのである。
しかも、この大活躍は自分の主君に忠義を尽くすという意味だったのである。
そこで、本稿は阿漕の忠義侍女像について検討を試みた。 
美貌なる阿漕は落窪の君の一心同体の姉妹のような存在として自らの機転
で力強く落窪の君を度々助け、ピンチに陥った落窪の君を機敏な行動力で腕を
振るって救助し、まさしく落窪の君の唯一の良き「後見」また援助者だと考え
られる。とりわけ、阿漕は落窪の君と道頼との結婚に助力し、最大功績を立て
たのである。言わば、阿漕は落窪の君に忠義を尽くしたと言える。しかも、阿
漕の忠義の特質と言うと、絶対的忠義(誠に忠義を尽くす真心が変わらぬこと)
と条件的忠義(事情の変化によって忠義の形を変えること)ということである。
詳しく解釈すると、阿漕は絶対的に主君である落窪の君に忠義を尽くしたのだ
が、何らかの目的性を持っているために、その忠義に条件を付け加え、更に事
情の変化によってその忠義を別の形に変えたこともある。 
『落窪物語』の成立年代ははっきり分からないが、凡そ十世紀の終わり頃だ
と推察されたことにより、藤原氏の勢力の上昇期の摂関政治時代の作品だと判
断し得る。また、ある時代の作品はその時代の社会世相更に思想を反映したは
ずであるがゆえに、阿漕の忠義侍女像の設定は平安貴族社会と何らかの関係を
持っている可能性があり、今後の課題としてさらに考察を行いたいと考える。 
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